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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成23年7月21日(2011.7.21)

【公表番号】特表2010-529080(P2010-529080A)
【公表日】平成22年8月26日(2010.8.26)
【年通号数】公開・登録公報2010-034
【出願番号】特願2010-510782(P2010-510782)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｄ 207/08     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/40     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/28     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/24     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/22     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/20     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｄ 207/08    ＣＳＰ　
   Ａ６１Ｋ  31/40    　　　　
   Ａ６１Ｐ  25/00    １０１　
   Ａ６１Ｐ  25/28    　　　　
   Ａ６１Ｐ  25/24    　　　　
   Ａ６１Ｐ  25/22    　　　　
   Ａ６１Ｐ  25/20    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成23年5月31日(2011.5.31)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式（２）
【化１】

　（式中、
　Ａｒは、フェニル、チオフェニル、フラニル、２－ピリミジニル、オキサゾイル及びチ
アゾリルからなる群から選択され、
　Ｒ１は、Ｆ及びＣｌからなる群から選択され、
　Ｒ２は、Ｆ及びＣｌからなる群から選択され、及び
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　Ｒ３は、Ｈ及びＭｅからなる群から選択され、
　ただし、Ａｒがフェニルであり、Ｒ１及びＲ２の１つがパラ位に位置し、Ｒ１及びＲ２

の他方がメタ位に位置する場合、このときＲ３がＨである場合はＲ１及びＲ２の両方がＦ
であることはない）
　の化合物、その立体異性体のいずれか若しくはその立体異性体の任意の混合物、
　又はそれらのＮ－オキシド、或いは医薬として許容できるそれらの塩。
【請求項２】
　Ａｒがフェニルである、請求項１に記載の化合物。
【請求項３】
　式（３）
【化２】

　又は式（４）

【化３】

　又は式（５）
【化４】

　又は式（６）
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【化５】

　（式中、Ｒ１、Ｒ２及びＲ３は、請求項１で定義した通りであり、ただし、上記の式（
５）において、Ｒ３がＨの場合、Ｒ１及びＲ２の両方がＦであることはない）の請求項１
又は２に記載の化合物。
【請求項４】
　Ｒ１がＦである、請求項１から３までのいずれかに記載の化合物。
【請求項５】
　Ｒ３がＨ又はＭｅである場合Ｒ２がＦである、請求項１から４までのいずれかに記載の
化合物。
【請求項６】
　Ｒ３がＨである、請求項１から５までのいずれかに記載の化合物。
【請求項７】
　（＋）－エナンチオマーの形態における、請求項１から６までのいずれかに記載の化合
物。
【請求項８】
　（－）－エナンチオマーの形態における、請求項１から６までのいずれかに記載の化合
物。
【請求項９】
　３－（３，４－ジクロロフェニル）ピロリジン、
　３－（２，４－ジフルオロフェニル）ピロリジン、
　３－（３，５－ジフルオロフェニル）ピロリジン、
　３－（３，４－ジフルオロフェニル）－１－メチルピロリジン、
　又は医薬として許容できるそれらの塩である、請求項１に記載の化合物。
【請求項１０】
　請求項１から９までのいずれかに記載の化合物若しくは化合物
　３－（３，４－ジフルオロフェニル）ピロリジン；
　その立体異性体のいずれか若しくはその立体異性体の任意の混合物、又はそれらのＮ－
オキシド、或いは医薬として許容できるそれらの塩の治療有効量とともに、１つ若しくは
複数の医薬として許容できる担体又は希釈剤を含む医薬組成物。
【請求項１１】
　請求項１から９までのいずれかに記載の化合物若しくは化合物
　３－（３，４－ジフルオロフェニル）ピロリジン；
　その立体異性体のいずれか若しくはその立体異性体の任意の混合物、又はそれらのＮ－
オキシド、或いは医薬として許容できるそれらの塩を含む医薬。
【請求項１２】
　ヒトを含めた哺乳動物の疾患若しくは中枢神経系障害を治療、予防又は軽減するための
、請求項１１に記載の医薬。
【請求項１３】
　中枢神経系障害が、認知障害、神経変性疾患、認知症、加齢性認知障害、発達障害、自
閉症スペクトラム障害、ＡＤＨＤ、脳性麻痺、ジル・ドゥ・ラ・トゥレット症候群、統合
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失調症の中核症状の一部として起こる認知障害、統合失調症、統合失調症様障害、感情障
害、うつ病、双極性障害、不安障害、全般性不安障害（ＧＡＤ）、特定恐怖症、パニック
障害（ＰＤ）又は睡眠障害である、請求項１２に記載の医薬。
【請求項１４】
　医薬として使用するための、請求項１から９までのいずれか一項に記載の化合物若しく
は化合物
　３－（３，４－ジフルオロフェニル）ピロリジン；
　その立体異性体のいずれか若しくはその立体異性体の任意の混合物、又はそれらのＮ－
オキシド、或いは医薬として許容できるそれらの塩。
【請求項１５】
　中枢神経系におけるドーパミン作動性機能の調節に応答する、ヒトを含めた哺乳動物の
疾患又は障害又は状態を治療、予防又は軽減するのに使用するための、請求項１から９ま
でのいずれか一項に記載の化合物若しくは化合物
　３－（３，４－ジフルオロフェニル）ピロリジン；
　その立体異性体のいずれか若しくはその立体異性体の任意の混合物、又はそれらのＮ－
オキシド、或いは医薬として許容できるそれらの塩。
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